
神宮外苑を未来永劫守るために 

 

東京新聞 4月 27日朝刊 1面に、坂本龍一さん神宮外苑再開発「反対」と大きな見出

し記事。「再開発に反対していることを記事にしていただけないでしょうか」。 

音楽家の坂本龍一さんから東京新聞に連絡があったのは 3月 7日、亡くなる 3週間前

のことだった。ツイッター経由で、その連絡を受けたのは望月衣塑子記者だった。外苑

の取材を続ける私は望月記者から転送されたメッセージを読み、

緊張した。 

がん闘病中のため、マネージャーが代筆。対面取材も無理。

だが、書面インタビューは受ける、とあり「お力をお貸しくだ

さい」と結んであった。 

写真は『世界』6月号「神宮外苑を未来永劫守るために 坂本

龍一さんが最後に伝えたこと」。2013 年から外苑再開発問題を

取材する東京新聞の森本智之記者が、この間の経過と坂本さん

の思いを伝える。 

 坂本さんからの取材依頼から―「このままでは時がはぐくんだ美しい樹木や景観、環

境が破壊されてしまいます」「ただ開発に反対するということではなく、自然や景観を

守りながら持続可能な開発の方法はあると考

えています」 

「子供たちに美しい日本の姿を残せない

様々な現実には忸怩たる思いがあります。病床

からでもできることはしたいと願っていると

ころです」 

私は書面インタビューの最後に、都民、市民

に伝えたいことはあるかと尋ねた。坂本さんは

こう綴って結んだ。 

「自分たちが住む地域がどんな場所であっ

て欲しいのか。それぞれがビジョンを持つこと

が大切だと思います」 

「私は自然豊かな公園や墓地が好きですし、

街路樹と樹木の多い道を歩くのが好きです。み

なさんはどんな東京に住みたいですか？（‥）

私が住む NY は『大都市』の印象とはうらはら

に意外と樹木が多いのです。緑を見るとホッと

しますね。東京もそのような都市になって欲し

いと願っています」                     (2023年 5月 14日) 


